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本県日本海沿岸Vてなけるスノレメイカ 1本釣漁業の健全念発展をはかるため漁海況を調査し当業船

の指導に当ると共陀スルメイカの生態及び標識放流による澗滋移動状況等の調査を行左う。

E 調査の方法

1. 試験給 瑞R~丸 4 O. 8 1トン HD160P8 

2. 乗組員 船長以下 1日名

3. 期間 昭和 41年 11月 13日~全年 11月 30日

4. 海域 青森県日本海近海

5. 漁具 手動式イカ釣f幾 7台

血調査超過

1 1月 13日よ b日本海スノレメイカ漁場調査を開始したが以後荒天の日が多(1 1月 30日まで

の聞に曜か 2回の調査に終った。

W 調査結果

新造船瑞鳴丸による日本海スルメイカ調査は 11月 13日の権現崎w/8  12浬(水温 Om/17.20

水深 18 4 m )海区と 11月 28日権現崎 8w 1 5浬(水温 0m/15.60 ，水深 39 0 m )海区の

調査と 2回調査を行在ったが何れも 20尾前後の漁獲に過ぎ左かった。

本県日本海沿岸の秋イカ 1本釣漁業は総じて悪天候に災され例年の事乍ら充介念成果が得られてい

左い。

V 考 i祭

試験船による本年度日本海秋イカ 1本釣漁業試験は倶られた短期間のため僅か2回の計の調査に

終ったが本年の日本海になける秋イカの漁抗は結論として 39年とl可水準の凶漁に終ったo

本年度凪ヱド縁g:イカ漁6Lは初漁が例年よ.!J2 0日佳王手く漁品も近年にない婦保を示し 7月中旬長ま

で活必を呈し 8)j末逗のば、水揚重は 5，1 1 5トンでfl漁でるった且IJ後の約 2.21efとなっている。

しかし秋状イカは芯天候のため漁獲労刀がi半わず好漁だった夏イカと好対照、の凶l¥j¥V'L終った認であ

る。
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